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背景と目的

• 自然資本を活かした地域づくりの必要性

• 行政単独の限界と新しい仕組みづくり

• 地域循環共生圏実証地域への採択

⇒環境と経済を回す仕組みづくりへ

① 肥前鹿島干潟のラムサール登録と課題

• 平成27年度に「肥前鹿島干潟」がラムサール条約湿地に登録

• スピード登録の結果、行政主導となり、地元の負担増への不満が残った

• 認知度は低く、市民への浸透が十分でない

② 有明海の現状

• 災害・赤潮・貧酸素水塊が頻発し、環境異変が顕著

• 二枚貝を中心に生物が減少（アゲマキガイは1990年代に絶滅）

• 漁業は海苔養殖が主流だが、2022年以降は例年の1/3以下の不作

• 漁獲量は1960年代14万トン → 2000年代2～3万トンへ激減

③ 背景要因

• 広葉樹林の減少や河川護岸工事により、海への栄養分供給が不足

• 干潟の再生力低下・生物多様性の喪失へ

④ 最大の課題

• 市民の関心の低さ

• 干潟は身近にあるのに、特別な行事がない限り市民が訪れることは少ない



鹿島モデルの仕組み





資金調達の仕組みと成果

① 寄付付き商品による仕組み

• シール1枚＝1.5円で販売、そのうち0.5
円が干潟保全へ

• SDGsパートナーの飲食店の料理1皿に
つき50円を寄付に回す仕組み

② クラウドファンディングの活用

• ガバメントクラウドファンディングで広く
寄付を募る

③ 修学旅行生向け 環境教室

④ 成果

• 平成28年度：基金 87,000円

• 令和2年度：目標額 100万円を達成



展開と実績

【展開】

• 地域金融機関5行との連携

• 地域外の大手企業との連携

→バイオマスレジン、集英社、サントリー、NTTなど

• SDGs推進パートナー：94事業者（2025年8
月現在）

• 大学との連携：干潟の環境改善・生態系調査

• 市民団体との協働：保全・調査

• 環境教育の実施

【実績】SDGs未来都市計画

30ｂｙ30



鹿島モデルの強みと今後

１．行政と民間の関係性

• 年に３回会議、市からは鹿島市の課題を提示し、
パートナー企業は課題解決の事業を提案

• 行政は伴走支援と評価に徹し、現場の主体性を
尊重

２．なぜ機能したか

• 市民・企業の熱意と、行政職員・トップのリーダー
シップが融合

３．今後の展望

① 自然共生サイトの申請と国際基準

• TNFDなどグローバル基準も見据え、事業化支
援を拡大

② SDGs推進パートナーの提案の多様化

• 集英社との連携

リビングラボとシビックプライド醸成計画（市民の
誇りや愛着を育む取組）

• 環境分野に加え、福祉分野の事業者からの提案
も増加

例：バリアフリー映画上映会

例：エネルギー × 福祉の連携

③ 多様性の推進

• 環境・福祉・文化など、多分野の参画で鹿島モデ
ルは「環境に資する事業」から「地域の多様な課
題を解決する仕組み」へ進化


